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資料 報 2-3 

令和 3 年度 第２回 第 3 部会（教育連携・社会教育/防災・防犯/歴史・文化） 会議概要 

日 時 令和３年６月１８日（金）午後３時～ 

会 場 中央区役所 5 階 対策室２・３ 

出 席 委 員 川端委員、髙田委員、大竹委員、吉岡委員、田中（雅）委員、小川委員、 

西潟委員、桐生委員、田中(鈴)委員 

欠 席 委 員  

関 係 課 ＜地域課産業文化振興室＞奥村主幹 

＜中央公民館＞笠原主査 

＜総務課＞青田主幹 

事 務 局 ＜地域課＞小柳係長、若槻主査 
 

議 題 （１）部会活動について 

会議内容 

及び 

決定事項等 

〇過去に行った特色ある区づくり予算のうち、第 3 部会に関連する事業について

事務局より説明がありました。 

○前回部会での発言内容及び各委員より提出のあった「取り組みたい事項につい

て」を基に委員間で意見交換を行いました。 

 （主なご意見） 

  ・自治会として、防災は何に取り組めるのか、部会として提案できないか。 

  ・時代の要請を反映した取り組みを行うとすれば、地域としてコロナ対応は

何ができるのかを考えることもできるのでは。 

  ・防犯対策として、振り込め詐欺などに対応した固定電話への買い替えを高

齢者に促す取り組みはできないか。 

  ・防災士と学校との連携は進んでいるが、地域との連携はまだまだである。 

  ・防災士はコミ協とつながりをもった方がいいと思うので、市は各防災士の

意向を確認したうえで、コミ協へ防災士名簿を渡してほしい。 

  ・すべての学校で来年度からコミュニティスクールの制度が導入されるが、

地域はまだ内容がよくわからない。 

  ・中央区の特性に光を当てる取組を行えばよいのではないか。教育であれば、

高等教育のまちという観点も考えられるのではないか。 

  ・各部会で様々な取り組みを行っているが、第３部会でしか取り扱うことの

できない分野は「教育」である。 

  ・文教のまちという観点であれば、歴史文化の観点にもつながるし、様々な

展開やつながりが考えられる。 

○意見交換の結果、中央区の良い意味での特色である「文教のまち」を 1 つのメ

インテーマとして扱うこととなりました。 

そ の 他  
 


